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【研究の背景・目的】 
ショウジョウバエの fruitless (fru)遺伝子変異体の

雄（同性愛行動の遺伝的素因を持つ）が、求愛対象と
して同種の雌個体よりも雄個体を選び、さらには動く
光の点のような非特異的視覚刺激に対して求愛を行
うようになるには、羽化後すぐに他個体と集団生活を
することが必要（環境依存性）で、経験剥奪によりこ
れらの不適切な求愛を抑制できる。この経験依存的神
経機構を明らかにする。野生型では初期体験によって
不適切な行動を抑制する機構が働き、fru 変異体では
この機構が破綻していると推定される。fru 変異雄の
求愛意志決定ニューロン、P1 が、集団生活依存的に
獲得する運動視誘発性 Ca2+応答の発生機序を電気生
理学的に究明し、この電気特性変化が Fru タンパク質
に依存したエピジェネティック制御の異常に根差す
とする仮説を分子レベルで検証する。 

 
【研究の方法】 

羽化直後に集団生活は、不適切なターゲットへの
求愛を生涯に亘って抑制する働きがある。臨界期の
“社会化刺激”には、求愛行動を開始させる働きを
持つ P1 ニューロンが、非特異的な動く視覚刺激に応
答しないように、このニューロンの応答性を減弱さ
せる働きがあると考えられる。そこで、P1 ニューロ
ンの経験依存的な応答特性変化の直接の原因となっ
ている受容体・チャンネル機能を Patch clamp 法に
よって特定する。さらに、P1 ニューロンの経験依存
的な生理特性変化が、Fru に依存した epigenetic 制
御による可能性を Pol II occupancy の in vivo 測定で
評価する。 

 
【期待される成果と意義】 
 本研究により、環境と遺伝とがどのように動物の
行動を形づくるのか、高次な神経機能の適応的変化
の一般機構を解明することが可能になる。ひいては
ヒトの行動を巡る氏と育ちの相互関係についても、
理解できるようになる。 
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【研究期間と研究経費】 
 平成 28 年度－32 年度 140,900 千円 
   

【ホームページ等】 
http://www.biology.tohoku.ac.jp/lab-www/yama
moto_lab/   

図1 拘束雄の脳細胞の強制活性化による行動誘起。 

図 2 動く標的（灰色の期間に与えた）に対する脳細胞

の応答。集団飼育(G)の fru 変異体のみが応答。 


